
議案第３４号 

　　　山都町長  梅田　穰

１．工 事 番 号 小峰ク第３号

２． 工   事   名  小峰クリーンセンター煙突復旧工事

３． 契 約 金 額 一金８２，０８０，０００円（税込み）

４． 契約の相手方 福岡市南区向野１丁目２２番１１号

株式会社　川崎技研

　　　　　代表取締役社長　木川　信雄

５． 入札の方法 随意契約

（提案の理由）

　本件の工事請負契約を締結するには、議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得又は処分に関する条例（平成１７年山都町条例第５５条)第２条の規定により、

議会の議決を経る必要があります。

　これがこの議案を提出する理由です。

　次の工事について、請負契約を締結することとする。

　　　工事請負契約の締結について

　　　　平成２９年３月９日提出



１. 工 事 番 号 　小峰ク第３号

２. 工   事   名 　小峰クリーンセンター煙突復旧工事

３. 工 事 場 所 　山都町小峰１９０６　　小峰クリーンセンター内

４. 工　     　期 　平成２９年３月１３日～平成２９年１０月３１日

５. 開札年月日 　平成２９年３月３日

６. 概　　　　要 　本施設は旧矢部町外２ケ町村衛生施設組合で一般廃棄物の焼却施設として整備

され、昭和６３年に稼動し、築後２８年が経過している一般廃棄物処理施設である。

　熊本地震により、この施設の通風設備（煙突）内部の煉瓦積の崩落や緩み、ズレが

多くの箇所で発生し、その隙間から煙が直接、躯体に触れる状況となっており、煙突

本体の外壁の一部にもクラックが発生している。

 特に内壁の煉瓦積は煙突本体（ＲＣ）の腐食、中性化を防止し、煙突本体を保護する

ためのものでこの状態では煉瓦の再崩落だけでなく、躯体の劣化が急激に進行し、

煙突本体の建替えの必要性も懸念されることから、本格修繕の検討に入ることとした。

　工法選定にあっては、本施設の定期補修工事を受注しているプラントメ－カ－との

検討の中で、経済性、施工性、工期等の優位性から内筒式煙突工法を選定した。

　なお、本復旧工事については環境省所管の「平成２８年熊本地震」による廃棄物

処理施設災害復旧事業の採択を受けている。

７. 工 事 特 性 　本施設はゴミ処理施設として長期の稼動休止ができないことが工法選定の条件で

あることから、本体工事期間中は仮設煙突を設置し、施設を稼動させながら施工する

必要があります。これにはダクトの切り替えや切替時の設備機器の調整、また工事

期間中は焼却炉の温度管理等、高度な施設管理技術を要する。

  また、施設の性格、被災状況からも工期をできるだけ短縮する必要がある。

８. 工 事 内 容 ①仮設煙突　H＝25ｍ　頂部口径φ0.9m　形式：鋼板製煙突（ｔ＝6ｍｍ）

②改修煙突　H＝40ｍ　頂部口径φ0.9m　形式：耐硫酸露点腐食鋼煙突（ｔ＝6ｍｍ）
                     (内部煉瓦積ライニング 外部コンクリート製煙突から鋼板製内筒煙突への改修)

③既設煙突外壁クラック補修（断面修復、クラック・浮き部のコ－キング補修）

９. 随意契約及び業者選定理由

　本工事は工事特性で記述したように特殊性が高く、特に工事期間中は煙突部と

設備機器の一元管理が必要であり、高度な施設管理技術を要する。

  また、内筒式煙突の部材（耐硫酸露点腐食鋼材）についはメ－カ－独自の特殊な

工場製作物であり、設計から製作を一元管理することで品質を確保し、工期も短縮

することができる。

　このことから当初の施設整備、稼動開始以降、継続して定期補修工事を受注して

いる㈱川崎技研が施設全体の現状や特性に精通しており、高い施工能力、実績も

あり、総合的に判断し、この業者と随意契約することとした。

  ○地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号　

　○山都町財務規則第８６条第１項（1）

10.選 定 業 者

工 事 請 負 契 約 概 要  

称　　　　号 代　　表　　者 住　　　　　　　　所

株式会社　川 崎 技 研 代表取締役　木川信雄 福岡市南区向野１丁目１８番１８号






















